
「大阪府社会教育関係者実践交流会～出会い、ふれ愛、学びあい、そして響き合い～」要項（案）
【実施目的】：　
大阪府社会教育委員会議からの提言「学校・家庭・地域をつなぎ、教育コミュニティづくりをさらに進めるために」(H２３．１)を踏まえ、分野や立場を超えて社会教育に関連するさまざまな人々が交流する機会を設けることにより、社会教育との協働のきっかけづくりや課題を克服するためのヒントを発見するとともに、ネットワークづくりにつなげていくことをめざす。
【実施日時】　平成２４年１１月３０日（金）　１４：００～１６：４５　（受付　１３：３０～）
【実施場所】 （第１部）大阪府新別館南館５階（マッセOSAKA）　大ホール　
　　　　　　 （第２部）ホテルプリムローズ大阪
　　　　　　
【主催者】    大阪府教育委員会事務局市町村教育室地域教育振興課
【対 象 者】 ・府・市町村社会教育関係職員
・府・市町村社会教育施設職員
・大阪府社会教育委員、市町村社会教育委員
・学校関係者
・NPO関係者
・近畿地区社会教育主事講習の大学関係者及び大阪府の受講経験者
　
　【企画者】　　企画委員会　　河南町教育委員会　　赤井　毅彦　　　　
府立少年自然の家　　久保　元嗣
　　　　　　　　　　　　　　　岸和田市教育委員会　西尾　征樹　　
門真市教育委員会　　藤田　勇貴
　　　　　　　　　　　　　　　大阪府教育委員会地域教育振興課職員
【参加者数】　約７０人
　
【時程及び内容】
　　■研修会（第１部）（１４：００～１６：４５）
　　 〇受付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　１３：３０～１４：００
　　 ①開会あいさつ　（課長）　　　　　　　　　　　　　　　　　１４：００～１４：０５
②研修会趣旨説明（川端）　　　　　　　　　　　　　　　　　１４：０５～１４：１０
　〔進行〕（西尾）
③テーマプレゼンテーション　　　　　　　　　　　　　　　　１４：１０～１４：５５（１５分/人）
・プレゼンテーターからの活動の紹介
・プレゼンテーターの活動をより充実させるための社会教育との協働への期待や協働実現上の課題についての問題提起
　　Ａ　学校教育との協働に向けて　「博物館（社会教育施設）と学校教育のつながり」　
　向井幸一さん（大阪府立柴島高等学校教諭）
　　　
Ｂ　NPO・団体との協働に向けて　　 「思いを現実にするネットワークづくり」
吉村元貴さん（飛鳥川じゃこ取りネットワーク代表・大阪教育大学大学院生）
子どもの頃から川で遊び、そのまま大きくなった経験から、ふるさとの自然を子どもへ伝え、守る取組みを大阪南東部の石川流域で始め７年めを迎えます。現在では市民団体、大阪府、各市町村、府営施設、小学校等とのネットワークを構築し、石川流域で絶滅が危惧されているカワバタモロコの保全に取り組んでいます。それらの取組みを通して感じたこと、経験したことを話題提供します
　　　Ｃ　企業との協働に向けて　「企業が行っている社会貢献活動の紹介を通して、企業と社会教育との協働を考える」
松村卓司さん（株式会社パソナ、大阪府社会教育委員）
パソナグループでは、地域社会と協力し、社会貢献活動を積極的に行っています。「人を活かす」という考え方のもと、農業分野での取組み、障がいのある方への取組みなどを紹介し、より地域に根ざした社会貢献活動ができるよう皆さんからご意見をいただければと考えています。
④質疑応答（川端）　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　１４：５５～１５：１０
⑤グループ分け【休憩】　　　　　　　　　　　　　　　　　 　１５：１０～１５：２０
⑥グループワーク（プレゼン資料の作成を含め）　　　　　   　１５：２０～１６：００
・それぞれのプレゼンテーターからの問題提起に対する解決方策を考える。
⑦グループ発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   １６：００～１６：３０（３分/班）
⑧まとめ（　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   １６：３０～１６：４５
⑨事務連絡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑩終了（１６：４５）　　　
　　■交流会（第２部）　１７：３０～１９：３０　進行（久保・藤田）
　　　「ここから、さらに・モット・つながらナイト！！」　　参加費４，０００円
　　　〇受付                                                     １７：００～１７：３０
　　　①開会のことば（　　　　　　）
　②乾杯（　　　　　　　）
③歓談（最初の指定席）
　　　④仲間づくりワーク（名刺でビンゴなど）
⑤閉会のことば（　　　　　　）
資料３





教育には誰しもが関わることができます。社会教育は、長いスパンで考えることができ、対象や内容の設定に自由度が高いのが利点です。教育課程がある程度定まっている学校教育の学習活動に、自らのもつ教育資源をどのように調理して、調整・提案するかが問われています。自分自身の経験を踏まえ、学校教育と社会教育の協働についてみなさんと考えたいと思います。








